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高知県四万十帯から発見された石灰質ナンノ化石

岡田 尚武米・岡村  真料

(1980年 7月 1日受理)

I は じ め に

四万十帯南帯の代表的な地層群である室戸半島層群

■,甲藤教授によって精力的に研究され,下位より大
_岬層・室戸層 。奈半利川層に区分され,産出化石か

らその地質時代は始新統であると考えられていた (甲

●ら1960・ 1961)。 甲藤 (1976)はその後,室戸層の

■位的位置を奈半利川層の上位にあるものと改め,又
三百半島層群の堆積年代は始新世ないし漸新世 とし

室戸半島層群からは各種の生痕化石の他に,多少の

三化石や有孔虫化石を産するが,正確な堆積年代を決

=し
得る化石は, これまで報告されなかった・

今回報告する四万十帯北帯や中筋地溝帯に分布する

三ョ層などについても同様の事がいえる。

今後当分の間は,プ レートテクトニクス説に基いた

=万
十帯の形成についての議論と実証が試みられよう

が,そのためには,なるべく多くの地点 。地層につい

て,正確な地質年代を知る必要がある。著者らはここ

1年ほど,四国南部に分布する四万十帯の石灰質ナン

化石を研究して来た・

これまで数百点を越える試料を検討したが,ナ ンノ

ヒ石はわずかに奈半利川層,室戸層,平田層と須崎層
[各々1試料からのみ発見されている。前者について

こその年代と概要は,短報として報告されている (甲

藝ら, 1979)。 この月ヽ論文では,わずかなデータでは

二るが,今の所数少ない精度の高い堆積年代を論じ得

ここれらの化石群集について報告する・

・ 山形大学理学部地球科学教室
・・ 高知大学理学部地質学教室

Ⅱ 試料および層位

試料名 :SMK-1(第 1図 )
本試料は徳島県海部郡六喰町と高知県安芸郡東洋町

甲浦の県境で現在掘削中の国鉄阿佐線 。宍喰第 4ト ン

ネルの切羽より採集したものである・地点はトンネル

入口より,約 100m入った所で,砂岩勝ち互層中には

さまれた約70mほどの厚さの泥岩である。泥岩は塊状

黒褐色である・ 採集地点は, 甲藤・三井 。小出 (19

74),平・甲藤・田代 。岡村(本巻)の奈半利川層に合

まれる・

試料名 :SMK-2(第 1図 )
本試料は,高知県室戸市坂本の海岸に露出する黒色

頁岩より採集したものである・本地点付近は,大小の

砂岩レンズを頁岩中に合み,ス ランプ相を示す・付近

からは,浮遊性有孔虫 (SAITO, 本巻), 放散虫 (「iZl

木寸,1980)。 員化石 (KATTO&TASHIRO,1979)を 産

し, これらより中新世初期の地層からなると思われ,

平 。甲藤 。田代・岡村 (本巻)では津呂層と新称され

ている。

試料名 :AO-01(第 2図 )

本試料は,高知県宿毛市平田西方の国鉄宿毛線聖ケ

丘トンネルエ事現場より採集したもので正確な産出

地点は不明である。岩質は砂質の塊状青灰色泥岩であ

る。付近は甲藤ら (1960,1961)に よる平田層に含ま

れる・

試料名 :UH-01(第 2図 )
本試料は,高知県土佐市宇佐萩岬の旧道トンネル東

入口付近の泥岩勝ち砂泥互層の黒色頁岩より採集され
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第 1図 奈半利川層の試料 (sMK-1)と 津呂層の試料 (SMK-2)の 採取地点 ー
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第2図 平田層の試料 (AO-01)と 須崎層の試料 (uH-01)の採集地点
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高知県四万十帯から発見された石灰質ナンノ化石

NAHARICAllA  TSURO   DAIT0
FORHAT10N FOMAT10N  BASI‖

S‖ K‐ l      S‖ K‐ 2    446‐ 40,CC

第 1表 奈半利りll層、 津呂層および大東海盆の
446地点試料40,CCよ り得られた始新世ナン
ノ化石

NAHARIGAHA   DAIT0
FORIIAT10N    BASI‖

SMK‐ 1   446-40,CC 第 3図 奈半利川層の試料 (SMK-1)採 取地
点と大東海盆における446地点の位置を示す。

″第 2表 奈半利川層と大東海盆の始新統に含まれ
る再堆積した白亜紀ナンノ化石

0446‐ 40。 CC
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たものである・本地点からは,同時に田代正之博士に

より, アンモナイトが採集されている。付近の地層

は, 須崎層A部層に含まれる (平・甲藤・田代・ 岡

村,本巻)・

検鏡に際しては,少量の岩片をメノウの乳鉢で粉末

にしたものをスメアースライドに作り,偏光ならびに

位相差顕微鏡で観察した・合有化石の保存状態が悪く

産出頻度も低い事から,電子顕微鏡下での観察は行わ

なかった・

Ⅲ 観察結果と考察

奈半利川層の試料 SMK-1は保存の悪いナンノ化
石を少し含むが,その化石群集は白亜紀中期を示すも

のと,始新世の ものとの混合群集である。白亜紀の

群集は明らかに再堆積によって もたらされたもので

あり,放散虫化石の研究で明らかになった様な,著 し

く地質年代の異なる化石群集が,近接している異種の

岩相から見つかるという現象とは区別しなければなら

ない・

第 1表に観察された種を示すが,Cοσσο′ゴ
`ん

″sσ″ss″ s

を産する事と,多少保存状態が悪くても容易に識別出

来る Rたαιグο,あα′″αJ巧′αιαが見つからない事から,

この化石群集は早期始新世末期の CP H DJsσοαsι″

′ο′ο′″sブs帯あるいは中期始新世初期の CP 12 a DJsσο‐

αs′′rO″′sλ

“

″′″J亜帯に対比出来る・その地質年代

は BUKRY(1975)に よれば, 49.0～ 50.O Maと 云

う事になる・D。 た″″″″J亜帯の下限 (49.5 Ma)は

DJsεοαs`″ s″ιノ0グο′バJsの出現で定義される.こ こで

は D.s″夕ο′s′″sお が見つからなかったので, この群

集は D.′οグο′″sブs帯に限定して 対比出来る様にも思

える・ しかし D.sαι′ο′ο′ηsお は, 出現の初期にお

いては普通産出頻度が低い事と, ここでの化石の保存

状態が悪い事から, この群集は D.物″″′J亜帯の

ものである可能性も残されている・

試料 SMK-1に 含まれる, 再堆積された白亜紀
の化石を第 2表に示すが, この群集は THIERSTEIN

(1976)の 結果にあてはめると, アルビアン後期から

セノマニアン末期までのもので, 92～ 97 Ma位 の年

代に相当する・

国際深海掘さく計画 (DSDP一 IPOD)の第58節航
海では,四国海盆とフィリッピン海北部の 5カ 所で掘

さくが行われた。このうち大東海盆に設けられた 446

地点 (第 3図 )では,部分的に石灰質化石に富む下・

中部始新統のタービダイト層と,それを被う殆んど無

化石の外洋性粘土からなる後期始新世以後の堆積層が

得られた。このタービダイト層の下部に相当する海底

下 372m (446-40, cc)レ ベルから, 10 Cm位の

厚さの淡青緑色の堆積物が得られた。この堆積物はタ

ービダイト全体が示す暗緑色の色調とはきわだったコ

ントラストをなし,岩質は固化したチョークと云える

もので,その中に豊富な白亜紀ナンノ化石と,少量の

始新世化石とからなる混合群集を含んでいる (oKA‐

DA, 1980).

この白亜紀化石群集を第 2表に示すが,奈判利川層
の試料SMK-1か ら見つかったものと全く同じ年代
を示す。一方始新世の群集は, この層準の上下層に合

まれるものと同じで, D.′οグοι″sJs帯に対比される.

このタービダイト層からは,上述のレベル以外では始

新世以外の時代を示す化石は一切見つからなかった。

白亜紀中期には,大東海嶺や沖大東海嶺はすでに存在
し,そ こにチョーク層が堆積しており, これが早期始
新世末期に, タービダイトとなって大東海盆に流れ込

んだのであろう・

古地磁気のデータから,446地点は早期始新世から

現在まで,1000 kmに もおよぶ距離を北上して来 た

事が判っている (KLEIN et al.,1978).し たがって

今から5千万年前には,奈半利川層の堆積地と大東海

盆は 1000km以上もの距離をへだてていたものと考え

られる。ここで述べた2つの混合群集が,年代的には

同一である事は偶然であると思われるが,試料SMK
-1で見付かった混合群集は,大東海盆で当時起った
のと似かよったプロセスで推積したものと思われる・

両方のケース共, 自亜紀化石は始新世のものと同様な

保存状態を示すと云う事実も, この推測を裏付けてい

る・

津呂層から採取された試料SMK-2は , きわめて
保存の悪いナンノ化石を稀に含むだけで, その地質

年代を正確に決めることは困難である。しかし第 1

表に示した Cyι′Jια′
=ο
′Jι力″sノο″J″α222`Sは ,中期

始新世中期に初出現した種で, これまでの太平洋での

DSDP― IPODの結果から判断すれば, この試料
を含む部分の室戸層は, N“ηο″′ιrJ″α9″αグ″αια帯

(45.0～ 48.OMの 以後の地層である。一方 シル″ο―

′′ι力″s″′ブαηs lま後期始新世初期には絶滅していた

ものと考えられている。これ等の事から試料SMK―
2に含まれる化石群集は,中期始新世の中～後期のも

のらしいと云う推測が成り立つ・ しかし, この年代は

この付近より,初期中新世を示す他の化石群が産出し
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高知県四万十帯から発見された石灰質ナンノ化石

It｀る事と矛盾し,ナ ンノ化石は再堆積したものであ

I可能性が強い。

また以上にあげた室戸半島以外の四万十帯からも散

i的にナンノ化石を産し,その 1つは,宿毛市東部聖
―丘の平田層産のもので,そのサンプルAO-01か ら

=次
に掲げるナンノ化石を産する・

シλ′″グルカzs p″′歳′″じ%s

Cカプαs″′″力%s gra″′お

Cο

“
グルみzs pα ′́♂σ″s

B″α″′の,あα′″ ιJ多″οωJJ

Common

Rare

Common

Rare

童出種はいずれも保存は悪く,個体数も少ないが,

■懸ごINI(1971)の 分帯にあてはめると,あル″ο′ゴ′―

“
p″′燈′″″″sは ,NP 20-NP 24,Cん どαs″グルみ″s

′
`″
どおは NP 12-NP 20で ある・故に,両種の共産

礎間は NP-20帯のみとなる・ これは後期始新世で
,る 事を示している。一方,OKADA&BUKRY(19
り は, 新たな分帯を提唱しているが, それによる

こ.上記の種の組合せは CP 15 D着οαsι″ らαあ ノ́ルー

歯 帯に入り,平田層のこの層準は,38 Ma-42 Ma
蔓[堆積した事が考えられる・

た述のUH-01か らは,W″初α″ιrゴαらα″′sα′を
:個体のみ産し, この種はほぼ白亜系である事を示す

みである。同地点からはアンモナイト,M″ sみα″″―

うsp.を産し, これはアルビアン後期ないしセノマニ

‐ン前期の時代を示す事が明らかになっている。 (甲

●ら,1980)

これまで述べてきた四万十帯から産したナンノ化石

こ地4地点のうち3地点までもが, トンネル掘削現場

tよびその捨て石からのものであり, この事は新鮮な

著石が採集できれば,四万十帯において今後もナンノ

ヒ石による高精度の時代決定が出来うる可能性を残し

て。`ると考えられる・
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Calcareous nan■ofossils obtained from the Shimanto Belt in

Koehi Prefecture

Hisatake OKADA* & Makoto OrentuRa'{ck

Abstract

The occurence of nannofossils in the Shimanto Belt is rare and only four locations have been

known to be fossiliferous so far. Nannofossils found from the Naharigawa Formation at Kannoura

in Toyo Town are the best preserved, and the assemblage comprise a mixed flora of indigenous

tate Early to early Middle Eocene species with reworked Middle Cretaceous forms. Similar

reworked nannofossils were also observeCin the late Early Eocene formation recovered from the

DSDP-IPOD Site 446 which was drilled in the Daito Basin, and the possible cause of such

reworking is discussed. Poorly preserved nonnofossils found in the Tsuro Formation at Sakamoto

in Muroto City seem to indicate the age younger than Middle Eocene. From the Hirata

Formation at Hijirigaoka in Sukumo City, a poorly preserved, possible Late Eocene assemblage

was found. Nannofossils are virtually unknown from the Cretaceous formations ; only one species

was identified in a sample obtained from the Susaki Formation at the Point Ogisaki in the town

of Usa.

Department of Earth Sciences, Faculty of Science, Yamagata

University, Yamagata, 990

Department of Geology, Faculty of Science, Kochi University,
Kochi, 780
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Explanation of Plate 17

奈半利川層の試料 SMK-1に 含まれる始新世のナンノイヒ石 (偏光顕徴鏡下で直交ニコル
で撮影・倍率は全図に共通で図版右下の白線は 5μmの長さを示す)

Cycl ococc ol i thu s formosus KAMeTNER

Clcl ococcol ithus gammation (Bneurnrrr and Sulr-rveN) SuLLTvAN

Chiasmolithus aff. titus GeRrNrn
Coccolithus crasszs BRAMLSTIB and SuLLtv.q,ru

Coccolithus pelagicus (Werrrcn) ScgtrLen
Toweius aff. craticulus Hey and MoHLER

sphenolithus moriformis (BRoNNTMANN and STRADNER) BRAMLsT:re and wrlcoxos
Sphenolithus radians DEFIANDRE

Discoaster barbadiensis TeN StN Hor
Discoaster aff. binodosus Manttxr
Discoaster lodoensis BnaMrerre and RIBpsi,
Discoasteroides kuepperi (Srnnnr.ren) BReMr-erre and SutLtveN
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Plate 17
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ErBlanrtion of Plate lE

奈半利川層の試料 SMK-1に 含まれる白亜紀のナンノ化石 (偏光顕微鏡下で直交ニコル

で撮影・倍率は全図に共通で図版右下の白線は5 μmの長さを示す)

Broinsonia enorm.is (ScxnapNro) M*ntvlT'
Crelarhabdus crenulatus BRAMLETTE and M*xrInt
Eifell ithus turriseifieli (DEFLANDRE) RrtNnalpr
Parhabdolithus asper (SrneDNER) MANIVIT

P arhabdolithus embergeri (Noer) STRADER

Podorhabdus albianus BLACK

Prediscoasphaera cretacea (ALKHANGELSKY) GARTNER

Rhagodiscus af . anguttus (Srnapt{en) RgtNHeRo:r

Tranolithus orionatus (REINEARDT) RetNuenor
Watznaueria barnesae (BLACK) PeRcn-Nrplsntt

Walznaueria communis RetNnanpr
Zl godiscus dipl ogramm.us (Derler.innr) G.o.nrNrn

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２



81 。1マId


	IMG
	IMG_0001
	IMG_0002
	IMG_0003
	IMG_0004
	IMG_0005
	IMG_0006
	IMG_0007
	IMG_0008
	IMG_0009
	IMG_0010
	IMG_0011



